
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北九州市立 

もじ少年自然の家 

 

安全のしおり 
 

引率責任者 

研修責任者の皆様へ 

 

１ プログラム中の安全管理について 

プログラム活動中は団体で責任もって安全管理をしてください。 

また、野外活動では水分補給や休憩などをこまめに行い、熱中症に 

十分お気を付けください。 

２ 貴重品について 

３ 施設の施錠について 

４ 病気・ケガの対応について 

①天候 

 

 

 

 

野外での活動は天候の急変にご注意 

ください。（雷雲やＰＭ2.5、光化学 

スモッグ等） 

状況に応じて屋内へ避難してください。 

①高価な物は持ってこない 

 

 

 

研修に必要のない高価な品物

は持ってこないでください。 

②貴重品は持ち歩く 

 

 

 

リーダー室と講師室以外は鍵がかかり

ません。貴重品は持ち歩いてください 

③貴重品用ロッカーを 

 利用する 

 

 

貴重品用のロッカーをご利用ください。

鍵は事務室で貸出しています。 

①夜間の出入りは禁止 

①保健室を利用する 

 

 

 

保健室を利用する際は事務室

にご連絡ください。 

②内服薬は持参する 

 

 

 

当施設では内服薬をお出し 

できません。ご持参ください。 

③救急車やタクシー 

 の手配は事務室へ 

 

 

救急車の手配が必要な際は 

事務所へお申し付けください。 

貴重品は各自で責任をもって管理をお願い致します。 

２２：３０（小学生以下は２２：００）～翌朝６：３０は 

施設及び駐車場を施錠します。 

その間の出入りは出来ません。 

 

保健室では軽傷の手当は可能ですが、重大なケガや病気が発生した 

場合は、引率責任者が速やかに最寄りの医療機関へ移送し、適切な 

処置を受けてください。 

②危険な動植物 

 

 

 

 

 

毒虫や危険生物、触るとかぶれる木（ハゼ・

ヌルデ等）があります。 

活動中は注意喚起をお願いします。 

④個人装備 

＜野外活動＞  ＜カヌー＞ 

 

③海岸 

 

 

 

 

海水浴場ではありません。海に入らない 

よう指導お願いします。 

また、漂着物には危険物もあります。 

ゴミの上を歩かないように気を付けて 

ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年５月改訂 

７ 主な連絡先について ５ 火の取り扱いについて 

６ 緊急時の避難について 

  緊急連絡先 

 

 

 タクシー手配 

 非常口の確認 

 

 

入所後は非常口の確認 

をしてください。 

①火の取り扱いは決められた場所で ①指定場所以外敷地内禁煙です 
★もじ少年自然の家 TEL:093-341-1128 

★救急車・消防車  TEL:１１９ 

★警察       TEL:１１０ 

★夜間・休日急患センター  TEL:093-522-9999 
くれます。 

総合病院 

 

 

 

 

 

もじ少年自然の家 連絡先 
 

 
  

①館内放送の確認 

 

 

火災時は非常ベルがなり、

職員の放送があるので指

示に従ってください。 

②職員の指示で避難 

 

 

引率責任者は、職員の 

指示に従い、団体を 

避難誘導してください。 

③ドアを閉める 

火災の被害を 

抑えるため、 

避難時はできる 

だけ宿泊室のドア 

を閉めてください。 

④芝生広場の「イカリ前」に集合 

第一避難場所は黄色いイカリが目印の 

芝生広場です。ここで団体の点呼を行い 

ます。また、避難場所は状況に応じて 

この限りではありません。職員の放送や 

指示に従って行動をしてください。 

大きな地震がおきた場合の避難 

大きな地震がおきた場合、避難場所は「野外炊飯場上の広場」です。 

津波発生の可能性があるため、地震が起きて避難場所へ 

たどり着けない場合は、とにかく高い場所へと逃げてください。 


